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「遊び手＝創り手」の国産アウトドアスポーツメーカー、株式会社finetrack（代表取締役：金山洋太郎）は、アウターグローブシリーズの操作性・フィット感をさらに
向上させリニューアル！ 全国のアウトドアスポーツ専門店とメーカーサイト（https://www.finetrack.com）にて販売いたします。

　ついにアウターグローブも国内で縫製できる環境を整えることができました。こ
れでようやくすべてのファイントラック製品がメイドインジャパンとなったのです。
　高い技術が必要とされるグローブ生産は、機械化等による効率化が難しく、
人件費が安い国外への生産流出が特に著しい部類でもありました。そのた
め、私たちが取り組みを始めた当初から、国内生産の環境がほとんど残って
おらず、忸怩たる思いを抱えながら、グローブの国内生産化への道を探り続け
ていました。
　そんな折に出会ったのが、東かがわ市（旧白鳥町）にあるグローブメーカーでし
た。かつてはグローブの生産量が世界トップだった地域でしたが、大量消費時
代の到来によってその地場産業は下火になってしまいました。しかし、そのメー
カーは、「東かがわ市（旧白鳥町）の手袋縫製産業を途絶えさせてはならな
い」と、苦しい思いをしながらも、誠実にグローブの国内生産を続けていました。
国内生産の道を探り続けていたファイントラックと想いが掛け合わさり、2016
年春夏には薄手のグローブ（エバーブレス®トレイルグローブ、ラピッドラッシュ®グ

ついにアウターグローブも
国内生産を実現！
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アルパイン志向モデル

本体価格 ¥18,500 +税#FAU0402

エバーブレス® アルパイングローブ  
195g（インナー含む）

UNISEX

エバーブレス®
アルパイングローブ

EVERBREATH® A LP I NE  G LOVE

使うほど手になじむ、高
品質国産レザーをパー
ム部と甲部に採用

フィット感と撥水性に優
れた手口

撥水ミッドレイヤー
フラッドラッシュ®
サーモグローブが付属

耐久性とグリップ性能
に優れたパーム素材

アックスと氷壁との圧
迫による摩耗とダメージ
を軽減するプロテクター

登攀中の咄嗟のラッキ
ング等に便利なカラビ
ナループ

フィット感と撥水性に優
れた手口

(その他）
・ ワンハンドで調節が可
能な手首のストラップ

サイズ S、M、L、XL　　　　　　カラー BK（ブラック）
素材 ［アウター］表：70デニール４WAYストレッチナイロンタフタ　

裏：20デニールポリエステルニット　中間層：エバーブレス®メンブレン　グリップ：ポリウレタン
［インナー］表：ポリエステル94% ポリウレタン6%　裏：ポリエステル100%

雪山の定番モデル

本体価格 ¥18,500 +税#FAU0401

エバーブレス® スノーグローブ  
205g（インナー含む）

UNISEX

エバーブレス®
スノーグローブ

EVERBREATH® SNOW  GLOVE

撥水ミッドレイヤー
フラッドラッシュ®
サーモグローブが付属

(その他）
・ 落下防止のループストラップ付

RENEWAL 国内生産を実現し
フィット感を向上RENEWAL 国内生産を実現し

フィット感を向上

BKBK

サイズ S、M、L、XL　　　　　　カラー BK（ブラック）

素材 ［アウター］表：70デニール４WAYストレッチナイロンタフタ　
裏：20デニールポリエステルニット　中間層：エバーブレス®メンブレン　グリップ：牛革
［インナー］表：ポリエステル94% ポリウレタン6%　裏：ポリエステル100%

ローブ）から、国内でのモノ創りを実現。丁寧な縫製技術を
持つメーカーからのフィードバックは、品質を高めるための、ま
さに私たちが求めていた声でした。残る課題は、縫製環境が途絶えてしまっ
ていた厚手のアウターグローブです。
　グローブメーカーと共に、二人三脚で実現させていくという信頼関係を強め、
職人を増強し、同時に資材を確保。厚手のグローブを縫製できる環境を
徐々に整える用意をスタートさせました。
　2017年秋冬。念願だった厚手アウターグローブの縫製環境を整えることが
叶いました。足掛け3年の道のりでしたが、グローブメーカーと直接向き合い議
論しながら行ったフィット感の調整や、問屋に直接足を運んで行った革素材
の選定など、お互いの顔が見える国内環境だったからこそ実現できたことです。
完成したメイドインジャパンのアウターグローブのフィット感と操作性を是非実
感してみてください。日本の技術を絶やさないという情熱の温もりを感じてもら
えるはずです。
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